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The purpose of this study was to make clear objective of the new unit "the flow of rainwater 
and the condition of ground" in the fourth grade of elementary school. We investigated the river 
engineers and the educators cognition for objective of the new unit . The results showed that the 
following four factors were extracted "feelings and attitudes about the flow of rainwater and the 
condition of ground " , "the understanding, thought, judgment and expression about natural 
disasters " , "knowledge of the flow of rainwater and the condition of ground " , "the problem-
solving abilities of the flow of rainwater and the condition of ground ". Furthermore,  the river 
engineers and the educators had differences in cognition of "the understanding, thought, 
judgment and expression about natural disasters" and "the problem-solving abilities of the flow 
of rainwater and the condition of ground ".  
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調査は 2017 年 7 月から 11 月に国土交通省の
河川事務所や公益財団法人河川財団の職員 35名，
及び小学校教員 42 名を対象に調査を実施した。





Q1  雨水は高い所から低い所へ流れることを理解する 
Q2  地面に降った雨水は分かれたり，集まったりすることを理解する 
Q3  雨水は地面の傾きによって流れる方向が決まることを理解する 
Q4  雨によって降った水が一定の範囲に集まることを理解する 
Q5  地面に降った雨水が分かれたり，集まったりすると境界線ができることを理解する 













Q7  雨水の行方と地面の様子を結びつけて考えることができる 
Q8  降雨によってどのような自然災害が引き起こされるのかを考えることができる 

































































性や項目を 4 カテゴリーで作成したため，4 因子
構造を採択した。実施した因子分析の最終的な結




















表 2 因子分析の結果 （筆者作成） 
質問項目 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ 
Q22 雨水の行方と地面の様子の学習を通して，水や大地を愛する心情をもつことができる .810 .189 .224 -.048 
Q23 雨水の行方と地面の様子の学習を通して，人間の力を超えた水や大地に対する畏敬の念をもつことができる .620 .173 .042 .019 
Q19 雨水の行方と地面の様子の学習において，他者と関わりながら問題解決しようとすることができる .613 -.002 .003 .224 
Q24 雨水の行方と地面の様子が日常生活と繋がっていることに感動することができる .568 .244 .104 .193 
Q26 雨水の行方と地面の様子の学習を通して，自然が作る地形の美しさを感じることができる .566 .116 .188 .093 
Q8  降雨によってどのような自然災害が引き起こされるのかを考えることができる -.019 .819 .183 -.020 
Q12 降雨による自然災害やその対策について説明することができる .244 .718 .060 -.107 
Q29 雨水は洪水や渇水などの自然災害と関係していることを理解する .272 .713 .082 .131 
Q10 降雨による自然災害において，妥当な対策を選択することができる .239 .495 .225 .055 
Q1  雨水は高い所から低い所へ流れることを理解する .124 .046 .812 .100 
Q4  雨によって降った水が一定の範囲に集まることを理解する .130 .313 .701 -.036 
Q3  雨水は地面の傾きによって流れる方向が決まることを理解する .083 .090 .697 .293 
Q5  地面に降った雨水が分かれたり，集まったりすると境界線ができることを理解する .124 .105 .370 .169 
Q15 雨水の流れ方と地面の傾きについて予想や仮説を基に，解決の方法を発想することができる .180 .061 -.070 .723 
Q14 雨水の流れ方と地面の傾きの関係について，根拠のある予想や仮説を発想することができる .147 -.187 .149 .716 
Q11 雨水の行方と地面の様子の関係について言葉や図・表を用いて説明することができる .090 .224 .231 .595 













































表 3 各因子の平均値及び標準偏差 
（筆者作成） 
因子 専門 平均値 標準偏差 
心情 
河川 3.71 0.61 
教育 3.64 0.75 
自然災害 
河川 4.52 0.44 
教育 3.98 0.71 
知識 
河川 4.22 0.54 
教育 3.99 0.63 
問題解決 
河川 3.73 0.54 











表 4 分散分析の結果 （筆者作成） 
変動因 平方和 自由度 平均平方 F値 
専門 .902 1 0.90 1.22 
因子 14.08 3 4.69 18.84* 
誤差 55.67 75 0.74  
因子×専門 9.04 3 3.01 12.09* 
誤差 56.06 225 0.25  
*: p <.05 
 
表 4 に示した分散分析の結果より，因子と専門




（F（1,75）=15.61, p < .05, η² = .17， 
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新単元「雨水の行方と地面の様子」の目標に関する研究 
F（1,75）= 10.58, p <.05, η² = .12）。一方，「心
情」と「知識」には単純主効果はみられなかった
（F（1,75） = 0.20, p <.05, η² = .00，F（1,75）

















































 本論文は，平成 29 年度日本教科教育学会第 43




























































































生態系への配慮などの自然環境に関することである。これらのことから，Q27 から Q29 にそれぞれ④
河川管理の観点として作成した。この観点は，河川工学の専門を想定した。 
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